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ふくしま教育ニュース
2024年7月　第62号 編集・発行  福島県教育委員会

キビタン©福島県

ふくしま高校生社会貢献活動コンテスト出場者募集！

ふくしまを十七字で奏でよう

ふくしまっ子ごはんコンテスト～自分の朝食や食習慣を見直してみませんか～

次の時代を生きる若者の力は、魅力にあふれ、活力ある福島県を創るために欠かすことはできませ
ん。高校生が取り組む地域課題探究活動は、豊かな福島県を創る若者を育てることに大きな力を発揮
します。本事業では４つの柱により、各学校で行われている地域課題探究活動を支援します。

広報誌へのご意見をお寄せください
k.kouhou@pref.fukushima.lg.jpリサイクル適性 この印刷物は、印刷用の紙へ

リサイクルできます。

ここから下の段は広告です。掲載の広告は県教育委員会の事業とは関係ありません。

※県教育委員会ではHP等の掲載広告を募集しています。詳しくは 福島県教育委員会　広告

各県立高校の地域課題探究活動を
推進するため、県内７地区に地域ネッ
トワーク推進委員を配置して、探究活
動への助言や思考力育成の授業を実
施します。

１つめの柱
地域ネットワーク推進委員を

配置します
地元の卒業生や大学生などの
若手人材や、地域との関わりが
ある地域人材を活用した教育
活動を推進するため、必要な支
援を行います。

２つめの柱
若手人材と地域人材の
活用を促します

「若手人材」や「地域人材」
の方々に取材して、地域に関
わる仕事の内容等について
学ぶことができる教材を作
成します。

３つめの柱
地域に関わる仕事を
教材化します

ふくしまを創る若者のプラットフォーム構築事業

磐梯山麓の法正尻遺跡は、縄文時代中期の約 1000 年間
の長きにわたり営まれたムラの跡です。出土品は国の重要
文化財の指定から今年でちょうど15周年を迎えます。デラッ
クスな装飾をもつ数々の縄文土器や土偶などから、地域を
超えたダイナミックな交流の様子を読み解いていきます。他
県の著名資料も博物館にやってきます。Deepな縄文世界にようこそ！

「縄文DX　－会津・法正尻遺跡と交流の千年紀－」
昭和59年7月に開館した県立美術館は今
年40周年を迎えます。本展では、美術館
のこれまでの歩みをコレクションや当時
の資料とともに振り返ります。美術館のこ
れからについて一緒に考えてみませんか。
会期　令和６年８月３日(土)～９月16日(月・祝)
※詳細は県立美術館ＨＰでご確認ください。 会期　令和６年７月６日（土）～９月１日（日）

「みんなの福島県立美術館　その歩みとこれから」
福島県立博物館　夏の企画展福島県立美術館　開館40周年記念展

高校生が地域課題探究活動を発表し活動を深める
機会とするため、地域課題探究活動勉強会やふくしま
高校生社会貢献活動コンテストを開催するほか、マイ
プロジェクト福島県summitへの参加支援を行いま
す。また、教員が学校内の体制やカリキュラムを考え
ることができるよう、先進校の取組を学ぶ研修会を実
施します。

４つめの柱
交流し刺激し合う機会を設けます

「ふくしま絆ふれあい支援事業」の作品を今年度も募集します。
子どもと大人、子ども同士の二人一組でペアを作り、日常生活などでの共通体験をとおした「絆部門」、ふくしまへの想い、復旧・復興などに関す

る「ふるさと部門（県内外から応募可能）」に作品をお寄せください。
１　募集期間　県内：幼保・小中学校　６月10日（月）～８月30日（金）
　　　　　　　　　：高校・特別支援学校　６月10日（月）～９月６日（金）
　　　　　　　県外：全　　校　　種　６月10日（月）～９月６日（金）　当日消印有効
２　応募方法 応募用紙は各学校配布のものまたは社会教育課ホームページよりダウ

ンロードしてご利用ください。（高校生は応募フォーム可）
３　応募先 作品は各学校またはお住まいの地域の教育事務所、
 県外の方は直接社会教育課へ御提出ください。
 ※詳しくは、社会教育課の
 　ホームページをご覧ください。

＊応募期間 令和６年７月１日（月）から令和６年８月26日（月）まで
＊応募方法 応募用紙に材料や作り方を書いて、小学生は「（作った）１食分のごはん」
 中学生は「（作った）ごはんのお弁当」の写真を貼ってください。
＊応募先 ８月26日（月）までに学校の担当の先生へ提出してください。

令和５年度　最優秀作品より

「絆部門」
ぽつぽつと　ばあちゃんだけには　話せちゃう （孫）
聞くだけで　孫の表情　柔らかく （祖母）

「ふるさと部門」
野馬おいに　ぼくも出たいな　とうさんと （子）
背に指した　旗の重さも　伝えたい （父）

ご存知ですか？　読書バリアフリー

取組例
○　録音資料・再生機器の貸出
○　特別支援学校図書館の運営相談

⬆公式note紹介記事

福島県立図書館では、「読み」に関する障がいのある
なしにかかわらず、誰もが読書できる読書バリアフ
リー社会の実現に向けて取り組んでいます。「読み」の
困難に応じた資料の提案や学校での支援など、詳しく
は県立図書館へお問い合わせください。

福島県立図書館では、「読み」に関する障がいのある
なしにかかわらず、誰もが読書できる読書バリアフ
リー社会の実現に向けて取り組んでいます。「読み」の
困難に応じた資料の提案や学校での支援など、詳しく
は県立図書館へお問い合わせください。

福島県　十七字　　

福島県健康教育課　

　福島県教育委員会では、将来、本県の発展に貢献するグローバル人
材を育成することを目的とした新たな事業を立ち上げました。
　今年度は、イギリスの大学、ＵＣＬ（ユニバーシティ・カレッジ・ロン
ドン）のプログラムに生徒３名を派遣し、文化交流や意見交換をしたり、
世界トップクラスの講義を体験したりします。
　今後は、産学官で連携した地域協議会で生徒の募集や選考を行うな
ど、高校生の海外での探究活動の更なる支援に取り組みます。
　このような取組を推進するため、福島
県教育委員会では「福島県グローバル人
材育成基金」を設置し、県内外の企業
様や個人の皆様からのご寄附
を募っています。皆様のご理
解とご協力を賜わりますよう
お願い申し上げます。

グローバル人材育成事業とご寄附のお願い

福島県グローバル人材育成基金へのご寄附のお願いＵＣＬプログラム派遣事業

献立の作成や食材の準備、調理等、ごはんを主食とした一連の食事作りを通して、生
活習慣の改善や朝食摂取を基本とした望ましい食習慣の形成を図るとともに、自ら健
全な食生活を実践する力（食べる力）の育成と、米を中心とした日本型食生活や地場産
物について関心を高めることを目的に実施します。小学生は朝食作り、中学生は弁当
作りを実践する機会として、アイディアあふれる献立を募集しています！

令和５年度中学校の部
最優秀作品

令和５年度小学校上学年の部
最優秀作品
麹のパワーで
暑さに負けない

はまなかあいづ朝ごはん

めざせお弁当もSDGs！
暑い夏をのりきる
栄養満点お弁当！⬅詳しい応募方法はココ！

高校教育課ＨＰ

１．対　　象 福島県内の高校に在学する高校生
２．本　　選 ９月１４日（土）　ラコパふくしま
３．応募期間 ７月１日（月）～７月１９日（金）消印有効
 応募後に書類審査を行い、本選に

出場する団体が決まります。
４．応募方法 大会の応募要項、応募票は一般社団法人

ふくしま学びのネットワークホームページ
（https://www.fks-manabi.net/）に掲載しています。



東日本大震災と東京電力福島第一原発事故から13年がたちました。県教育委員会では、高校生が自
ら震災・復興について学びを深め、その学びを自分の言葉にして情報発信すべく、令和３年度より「震災
と復興を未来へつむぐ高校生語り部事業」を行っています。
3年間で、延べ67校が「実践校」として県内外で震災の記憶と教訓を伝える活動を行ってきました。令
和５年度は安積高校とあさか開成高校が共同でタイ王国のKVIS（Kamnoetvidya Science 
Academy）等を訪れ、震災から復興に至る福島の歩みについて情報発信するなど、交流先が海外へも
広がりました。
活動成果は、毎年１月に行われる「語り部交流会」で共有されます。令和５年度の交流会では、各校に
おける震災と復興に関連する地域課題探究活動を共有
し、浅野撚糸株式会社双葉事業所「フタバスーパーゼロ
ミル」を訪れ、学びを深めました。白河高校、安積高校、あ
さか開成高校、南会津高校では、実践校として学校独自
の活動成果をリーフレットにまとめる活動を行っていま
す。震災の記憶と復興について学び、次の時代へつなぐ語
り部事業は今年度も各校での活動が始まっています。 活動の成果をまとめたリーフレット

福島県教育委員会では、教職員の働き方を見直し、授業の準
備や自己研さんの時間を確保することで質の高い教育活動を展開
し、子どもたちの健やかな成長と自己実現を図るため、令和６年
２月に教職員働き方改革アクションプランを策定しました。
教職員の働き方改革の推進には保護者や地域のみなさまのご理

解とご協力が必要です。保護者・地域のみなさまに学校現場の現
状をご理解していただくために教育長のメッセージ動画を作成し
ましたので、ぜひご覧ください。

福島県教育委員会広報YouTubeチャンネル
教育長メッセージ動画はこちらから！

富岡支援学校から「ふたば支援学校」へ　
～入学式・校名披露式がありました～

県立安積中学校では、生徒の「なぜ？」という好奇心を全教科で大切にしながら、STEAM教材の活用
や対話的な活動などを通して「ワクワク」「ドキドキ」する学びを行い
ます。
①「知る」こと（具体）と②「考える」こと（抽象）を行き来することで、
わかったときの喜びと新たな好奇心を生み出し、主体的な学びの連鎖
の中から本質の理解へと誘い、未知のものへ応用できる③「使う」（創
造的活用）力を授業だけではなく、すべての教育活動で育みます。
安積高校進学後は、安積の学びを体現するリーダーとして、県立安
積中３年間で培った力を他者との協働のなかで発揮し、さらに高める
ことで、自らの目標の達成を目指します。 安積の学び

中学校棟は、令和７年１月の完成を目指し、現在安積高校敷地内
に建設中です。
中学校棟と高校棟は渡り廊下でつながり、図書館などの施設を中
高生が共用することで、互いに刺激を受けながら高め合える環境を
創っていきます。中学校生活の中心となる３階には学級教室のほ
か、学年ごとの交流ラウンジや階段教室、少人数教室が
あり、自由な発想で学びを深めることができます。

最新情報は、県立安積中学校ＨＰに掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

中学校棟完成イメージ

東日本大震災の影響でいわき市に避難している富岡支援学校が、4月から校名
を変え、「ふたば支援学校」として令和6年4月9日に、入学式と校名披露式を行い
ました。校名披露式では、校長先生から新しい校章と校歌が披露され、子どもた
ちは、新しい校章の入った校旗を見つめ、新しい校歌に耳を傾け、学校生活のス
タートに胸を躍らせました。続いて行われた入学式では、小学部・中学部・高等
部に合わせて8名が入学し、晴れやかな表情で、校長先生や代表生徒の話を聞い
ていました。ふたば支援学校は、今年度中に楢葉町の新校舎に移転する予定です。

安積が目指す中高６年間の学び

県立安積中学校の校舎を建設中です！

県立安積中学校開校に向けて

福島の高校生、震災の記憶と復興を県外そして海外へ情報発信中！

保護者及び

地域のみな
さまへ 教職員の働き方改革にご理解とご協力を！
～みんなで 変わろう！変えよう！ 子どもたちの未来のために～
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中学校棟完成イメージ

東日本大震災の影響でいわき市に避難している富岡支援学校が、4月から校名
を変え、「ふたば支援学校」として令和6年4月9日に、入学式と校名披露式を行い
ました。校名披露式では、校長先生から新しい校章と校歌が披露され、子どもた
ちは、新しい校章の入った校旗を見つめ、新しい校歌に耳を傾け、学校生活のス
タートに胸を躍らせました。続いて行われた入学式では、小学部・中学部・高等
部に合わせて8名が入学し、晴れやかな表情で、校長先生や代表生徒の話を聞い
ていました。ふたば支援学校は、今年度中に楢葉町の新校舎に移転する予定です。

安積が目指す中高６年間の学び

県立安積中学校の校舎を建設中です！

県立安積中学校開校に向けて

福島の高校生、震災の記憶と復興を県外そして海外へ情報発信中！

保護者及び

地域のみな
さまへ 教職員の働き方改革にご理解とご協力を！
～みんなで 変わろう！変えよう！ 子どもたちの未来のために～
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ふくしま高校生社会貢献活動コンテスト出場者募集！

ふくしまを十七字で奏でよう

ふくしまっ子ごはんコンテスト～自分の朝食や食習慣を見直してみませんか～

次の時代を生きる若者の力は、魅力にあふれ、活力ある福島県を創るために欠かすことはできませ
ん。高校生が取り組む地域課題探究活動は、豊かな福島県を創る若者を育てることに大きな力を発揮
します。本事業では４つの柱により、各学校で行われている地域課題探究活動を支援します。

広報誌へのご意見をお寄せください
k.kouhou@pref.fukushima.lg.jpリサイクル適性 この印刷物は、印刷用の紙へ

リサイクルできます。

ここから下の段は広告です。掲載の広告は県教育委員会の事業とは関係ありません。

※県教育委員会ではHP等の掲載広告を募集しています。詳しくは 福島県教育委員会　広告

各県立高校の地域課題探究活動を
推進するため、県内７地区に地域ネッ
トワーク推進委員を配置して、探究活
動への助言や思考力育成の授業を実
施します。

１つめの柱
地域ネットワーク推進委員を

配置します
地元の卒業生や大学生などの
若手人材や、地域との関わりが
ある地域人材を活用した教育
活動を推進するため、必要な支
援を行います。

２つめの柱
若手人材と地域人材の
活用を促します

「若手人材」や「地域人材」
の方々に取材して、地域に関
わる仕事の内容等について
学ぶことができる教材を作
成します。

３つめの柱
地域に関わる仕事を
教材化します

ふくしまを創る若者のプラットフォーム構築事業

磐梯山麓の法正尻遺跡は、縄文時代中期の約 1000 年間
の長きにわたり営まれたムラの跡です。出土品は国の重要
文化財の指定から今年でちょうど15周年を迎えます。デラッ
クスな装飾をもつ数々の縄文土器や土偶などから、地域を
超えたダイナミックな交流の様子を読み解いていきます。他
県の著名資料も博物館にやってきます。Deepな縄文世界にようこそ！

「縄文DX　－会津・法正尻遺跡と交流の千年紀－」
昭和59年7月に開館した県立美術館は今
年40周年を迎えます。本展では、美術館
のこれまでの歩みをコレクションや当時
の資料とともに振り返ります。美術館のこ
れからについて一緒に考えてみませんか。
会期　令和６年８月３日(土)～９月16日(月・祝)
※詳細は県立美術館ＨＰでご確認ください。 会期　令和６年７月６日（土）～９月１日（日）

「みんなの福島県立美術館　その歩みとこれから」
福島県立博物館　夏の企画展福島県立美術館　開館40周年記念展

高校生が地域課題探究活動を発表し活動を深める
機会とするため、地域課題探究活動勉強会やふくしま
高校生社会貢献活動コンテストを開催するほか、マイ
プロジェクト福島県summitへの参加支援を行いま
す。また、教員が学校内の体制やカリキュラムを考え
ることができるよう、先進校の取組を学ぶ研修会を実
施します。

４つめの柱
交流し刺激し合う機会を設けます

「ふくしま絆ふれあい支援事業」の作品を今年度も募集します。
子どもと大人、子ども同士の二人一組でペアを作り、日常生活などでの共通体験をとおした「絆部門」、ふくしまへの想い、復旧・復興などに関す

る「ふるさと部門（県内外から応募可能）」に作品をお寄せください。
１　募集期間　県内：幼保・小中学校　６月10日（月）～８月30日（金）
　　　　　　　　　：高校・特別支援学校　６月10日（月）～９月６日（金）
　　　　　　　県外：全　　校　　種　６月10日（月）～９月６日（金）　当日消印有効
２　応募方法 応募用紙は各学校配布のものまたは社会教育課ホームページよりダウ

ンロードしてご利用ください。（高校生は応募フォーム可）
３　応募先 作品は各学校またはお住まいの地域の教育事務所、
 県外の方は直接社会教育課へ御提出ください。
 ※詳しくは、社会教育課の
 　ホームページをご覧ください。

＊応募期間 令和６年７月１日（月）から令和６年８月26日（月）まで
＊応募方法 応募用紙に材料や作り方を書いて、小学生は「（作った）１食分のごはん」
 中学生は「（作った）ごはんのお弁当」の写真を貼ってください。
＊応募先 ８月26日（月）までに学校の担当の先生へ提出してください。

令和５年度　最優秀作品より

「絆部門」
ぽつぽつと　ばあちゃんだけには　話せちゃう （孫）
聞くだけで　孫の表情　柔らかく （祖母）

「ふるさと部門」
野馬おいに　ぼくも出たいな　とうさんと （子）
背に指した　旗の重さも　伝えたい （父）

ご存知ですか？　読書バリアフリー

取組例
○　録音資料・再生機器の貸出
○　特別支援学校図書館の運営相談

⬆公式note紹介記事

福島県立図書館では、「読み」に関する障がいのある
なしにかかわらず、誰もが読書できる読書バリアフ
リー社会の実現に向けて取り組んでいます。「読み」の
困難に応じた資料の提案や学校での支援など、詳しく
は県立図書館へお問い合わせください。

福島県立図書館では、「読み」に関する障がいのある
なしにかかわらず、誰もが読書できる読書バリアフ
リー社会の実現に向けて取り組んでいます。「読み」の
困難に応じた資料の提案や学校での支援など、詳しく
は県立図書館へお問い合わせください。

福島県　十七字　　

福島県健康教育課　

　福島県教育委員会では、将来、本県の発展に貢献するグローバル人
材を育成することを目的とした新たな事業を立ち上げました。
　今年度は、イギリスの大学、ＵＣＬ（ユニバーシティ・カレッジ・ロン
ドン）のプログラムに生徒３名を派遣し、文化交流や意見交換をしたり、
世界トップクラスの講義を体験したりします。
　今後は、産学官で連携した地域協議会で生徒の募集や選考を行うな
ど、高校生の海外での探究活動の更なる支援に取り組みます。
　このような取組を推進するため、福島
県教育委員会では「福島県グローバル人
材育成基金」を設置し、県内外の企業
様や個人の皆様からのご寄附
を募っています。皆様のご理
解とご協力を賜わりますよう
お願い申し上げます。

グローバル人材育成事業とご寄附のお願い

福島県グローバル人材育成基金へのご寄附のお願いＵＣＬプログラム派遣事業

献立の作成や食材の準備、調理等、ごはんを主食とした一連の食事作りを通して、生
活習慣の改善や朝食摂取を基本とした望ましい食習慣の形成を図るとともに、自ら健
全な食生活を実践する力（食べる力）の育成と、米を中心とした日本型食生活や地場産
物について関心を高めることを目的に実施します。小学生は朝食作り、中学生は弁当
作りを実践する機会として、アイディアあふれる献立を募集しています！

令和５年度中学校の部
最優秀作品

令和５年度小学校上学年の部
最優秀作品
麹のパワーで
暑さに負けない

はまなかあいづ朝ごはん

めざせお弁当もSDGs！
暑い夏をのりきる
栄養満点お弁当！⬅詳しい応募方法はココ！

高校教育課ＨＰ

１．対　　象 福島県内の高校に在学する高校生
２．本　　選 ９月１４日（土）　ラコパふくしま
３．応募期間 ７月１日（月）～７月１９日（金）消印有効
 応募後に書類審査を行い、本選に

出場する団体が決まります。
４．応募方法 大会の応募要項、応募票は一般社団法人

ふくしま学びのネットワークホームページ
（https://www.fks-manabi.net/）に掲載しています。


